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デ
ー
タ
(12
月
1
日
現
在
)

人
口

122
，594
人
(
+22) 

男
60
，192
人
(
+
3) 

女
62
，402
人
(
+19) 

世
帯

43
，969 
(
 
+
 58) 

外
国
人
登
録
者
数
2
，772
人
(
+24) 

男
1
，528
人
(
+
7) 

女
1
，244
人
(
+17) 

上田市は今年

市制施行幼周年を迎えます

「
虚
空
蔵
山
を
パ
ッ
ク
に
し
た
上
回
城
西
櫓
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今
年
夏
の
完
成
を
め
ざ
し
て
工
事
が
進
む
「
(
仮
称
)
上
田
新
橋
」

新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
開
催
さ
れ
た
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競

技
大
会
、
長
野
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会

は
世
界
の
注
目
を
集
め
、
多
く
の
感
動
を
私
た
ち

に
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
数
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
か
た
が
た
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
世
紀
の
イ
ベ
ン
ト
が
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

本
年
は
、
大
正
8
年
5
月
|
日
に
市
制
を
施
行

し
て
か
ら
、
初
周
年
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
年
で

す
。
長
野
、
松
本
に
続
き
市
制
を
施
行
し
て
以
来
、

大
正
、
昭
和
の
数
々
の
合
併
を
経
て
今
日
ま
で
発

展
し
て
き
ま
し
た
。
市
制
施
行
問
周
年
の
記
念
事

業
の
一
つ
と
し
て
「
上
田
市
誌
」
編
さ
ん
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
今
年
か
ら
刊
行
さ
れ

る
運
び
と
な
リ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
多
く
の
皆
さ
ん
に

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、

4
月
か
ら
は
数
々
の
記
念
行
事
を
予
定

し
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加

を
い
た
だ
い
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

千
前
川
戸
新
レ
い
橋
が
完
成

高
速
交
通
網
の
整
備
が
進
み
、
上
田
市
の
交
通

事
情
も
変
化
し
て
き
で
い
ま
す
。

今
年
の
夏
に
は
、
上
田
橋
と
小
牧
橋
の
中
間
に

「
(
仮
称
)
上
田
新
橋
」
が
完
成
し
ま
す
。
ま
た
、

国
道
凶
号
上
田
坂
城
バ
イ
パ
ス
の
建
設
に
伴
い
、

「
(
仮
称
)
上
田
大
橋
」
が
平
成
日
年
度
中
の
完
成

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

2
本
の
橋
は
、
市

民
の
長
年
の
悲
願
で
あ
り
、
朝
夕
の
交
通
渋
滞
解

消
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

高
齢
化
社
タ
〈
の
対
J
W

平
成
ロ
年
か
ら
開
始
さ
れ
る
介
護
保
険
制
度
の

準
備
を
、
上
田
地
域
広
域
連
合
と
綿
密
な
調
整
・

[2J 

連
携
を
取
り
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

中
心
市
街
地
の
利
便
性
の
高
い
地
域
に
福
祉
の

拠
点
と
な
る
施
設
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
旧
上

田
郵
便
局
の
跡
地
を
利
用
し
た
「
(
仮
称
)
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
」
は
、
社
会
福
祉
活
動
の
拠
点
と

し
て
の
機
能
の
他
に
、
地
域
の
交
流
の
場
と
し
て

の
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
を
中
心
と
す
る

複
合
福
祉
施
設
を
市
街
地
に
整
備
し
て
ほ
し
い
と

い
う
要
望
に
こ
た
え
る
べ
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
応

を
考
え
て
い
ま
す
。

17. 1. 1 

wmwwbq
拶
タ
人
材
育
成

平
成
7
年
か
ら
建
設
を
進
め
て
き
た
第
一
中
学

校
が

4
月
1
日
に
開
校
し
ま
す
。
ま
た
白
銀
保
育

園
と
浦
里
保
育
園
を
統
合
し
た
「
(
仮
称
)
川
西

中
央
保
育
園
」
も
4
月
1
日
に
開
園
予
定
で
す
。

昨
年
、
市
内
す
べ
て
の
小
中
学
校
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
接
続
環
境
を
整
備
し
ま
し
た
が
、
今
後

も
施
設
整
備
な
ど
い
っ
そ
う
学
習
環
境
を
充
実
さ

せ
て
い
き
ま
す
。

デ
ー
ゲ
I
ド
撤
去
e

電
線
頻
地
中
ww

北
陸
新
幹
線
か
ら
の
玄
関
口
と
な
る
上
田
駅
周

辺
の
風
景
も
変
ぼ
う
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

駅
前
か
ら
松
尾
町
、
原
町
へ
と
続
く
中
央
通
り

の
老
朽
化
し
た
ア
ー
ケ
ー
ド
を
撤
去
、
電
線
類
を

地
中
化
し
、
上
田
の
顔
と
な
る
中
心
商
庖
街
を
、

景
観
に
配
慮
し
た
美
し
い
、
そ
し
て
や
さ
し
い
ま

ち
な
み
へ
と
整
備
す
る
「
中
央
通
り
ま
ち
な
み
整

備
事
業
」
が
、
平
成
叩
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
、
い

よ
い
よ
新
し
い
ま
ち
な
み
が
現
れ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
中
央
通
り
に
続
い
て
海
野
町
通
り
の
整



備
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
話
し
合
い
の
中
で
進

め
て
い
き
ま
す
。

昨
年
日
月
お
日
に
開
館
し
た
「
池
波
正
太
郎
真

田
太
平
記
館
」
は
市
街
地
に
回
遊
性
を
持
た
せ
る

た
め
の
拠
点
交
流
施
設
と
し
て
、
ま
た
新
た
な
観

光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
広
く
P
R
し
て
い
き
ま
す
。

中
心
市
街
地
活
修
作

6
9
2
P
設
酬
の
d
F
d戸

昨
年
7
月
に
施
行
さ
れ
た
中
心
市
街
地
活
性
化

法
に
基
づ
く
、
基
本
計
画
を
策
定
し
、
商
業
振
興

と
市
街
地
整
備
を
一
体
的
に
推
進
す
る
市
街
地
活

7月.5日…市民の森マレッ卜ゴル
フ場オープニングセレモニ-.

24日…臨時市議会・25日…上自
わっしょい

t月
.13日…上田中央消防署に新

「はしご車J(最大高35m)入庫
・15日…成人式・16日・一清浄国
Lゅん

竣工式・188…j再|坊出初め式E
31日…長野オリンピック上田地

区聖火リレー(JA 浦里支所~
上田城跡公園〉醤 1月としては

観測史上最高の降雪(81cm) 

.1日…秋和常磐城土地区画整
理組合設立総会・9日…上田郵

便局新局舎移転オープン置178---

3 月定例市議会招集日(~ 3月

6日〉闇22日・・・長野オリンピッ
ク閉会式(551J所温泉「岳の峨」
が出演〉

3月
圃3日…ノてラリンピック聖火リ

レー(上回合同庁舎~上回創造

館)・228-一上田市長選挙・上
田市議会議員補欠選挙投票日

(平尾市長誕生。市議会議員に

渡辺正博さん・山浦能人さんが

当選〉聞27日…竹下市長見送り
式閤27日…上田寓画大学春休み
高画セミナー (~29 日〉櫨298- 一

上回交通別所線高架化(上田駅

付近〉副30日…平尾市長初登斤

冨1日…上田地域広域連合発足

盟10日・・国際交流員桜井ミ jレト
ン徹さん着任・16日…臨時市議
会圏内日…生島足島神社で御柱

大祭本大祭鴎238---塩田デイサー
ビスセンタ一竣工式阻26日…上
田真田まつり

性
化
対
策
を
盛
り
込
み
ま
す
。

農
業
振
興
で
は
、
昨
年
設
立
さ
れ
た
農
業
支
援

セ
ン
タ
ー
の
強
化
や
中
山
間
地
農
業
を
積
極
的
に

支
援
し
、
安
定
的
な
農
業
経
営
を
実
現
し
ま
す
。

ま
た
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
な
ど
情
報
関
連
産
業

を
は
じ
め
と
す
る
新
し
い
産
業
を
育
成
、
支
援
す

る
と
と
も
に
、
既
存
の
産
業
の
振
興
育
成
に
も
引

き
続
き
い
っ
そ
う
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

人
じ
で
2

レ
い
ま払
V
J
っ
く
り
を
め
ざ
レ
ぐ

公
共
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業
を
は

8月.1日・・・民話フェスティパルin
うえだ(~2 8)圃108-一上田大
花火大会・17日…ペッ トボトル

分別自収テスト実施開始量21日・一
県単ふるさと農道一部開通・27
日…第2田上田城薪能

9月
割1日…上田市地震総合防災訓

練(西部地区〉聞 1日…中国寧波

市へジュニア大使派遣(~5 日〉

・8日…9月定例市議会招集日

(~29 日〉橿22 日…台風 7 号の強

風で果樹等に被害聞23日…東京
上回会第3回総会・28日…一日
部課長行政体験圃288…市長と
語る日(以降毎月実施〉顕30日…
上尾市と災害時相互応援協定締

結・30日…エコストア認定

.1目、・・・新幹線・しなの鉄道上
田駅開業1周年イベン 卜・9仔・・

寧波市訪問市民訪中団出発(~1

4日〉阻108…上回古戦場健康マ
ラソン大会・16日…ごみ減量ア
ドバイザー委嘱式.248-・・ウエ
ダピア98(~25 日〉瞳248…全国
国分寺とその史跡シンポジウム

(~25 日 〉副27 日・・・景観づ く り講

演会〈都市景観賞表彰式〉

2月

じ
め
道
・
水
路
な
ど
の
生
活
関
連
事
業
も
引
き
続

き
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
公
共
下
水
道
南
部
処
理

場
は
平
成
ロ
年

4
月
の
供
用
開
始
に
向
け
て
工
事

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
環
境
ホ
ル
モ
ン
対
策
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

第
三
次
上
田
市
総
合
計
画
は
今
年
で

4
年
目
を

迎
え
ま
す
。
「
創
造

・
活
力

・
と
き
め
き
の
ま
ち

上
田
」
を
将
来
像
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
幅
広
い
市
民
の
皆
さ
ん
の
声

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
快
適
で
う
る

10月

4月

お
い
の
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
に
す
る
た
め
に
、

民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
方
分

権
も
視
野
に
入
れ
た
新
し
い
地
方
の
時
代
を
展
望

し
て
、
行
政
改
革
大
綱
の
見
直
し
に
も
着
手
し
、

効
率
よ
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
と
と

も
に
、
第
三
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
策
定

な
ど
、
よ
り
よ
い
上
田
市
を
め
ざ
し
て
ロ
万
市
民

の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
、
す
ば
ら
し
い
ま
ち
を

つ
く
り
あ
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

11~ .5日・・・沼津市と災害時相互応
援協定締結圃7日…第2回うえ

だ城下町映画祭(~8 日〉阻23 日・・・

池波正太郎真由太平記館オープ

ン圃27日…上田市功績者表彰式

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

5月
.10日…映画 『卓球温泉J公開
を記念し、口ケをした旧西塩田

小学校でピンポン大会置21日・・・
上田市功労者表彰式

市

12~ 

11. 1. 1 

.1日…12月定例市議会招集日
(~21 日〉橿22 日---551J所温泉「石
湯」竣工式

6月
聞98---6月定例市議会招集日

(~29 日〉・278 …ノ\ープ橋マレツ

トゴルフ場オープン

[3J 



上
田
市
は
、
大
正

8
年

5
月

1
日

に
市
制
施
行
し
て
以
来
、
本
年
は
別

周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。
こ

の
記
念
す
べ
き
年
を
幻
世
紀
へ
の
飛

躍
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
位
置
付
け
、

市
民
の
参
加
に
よ
る
手
づ
く
り
の
記

念
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
さ
ら
に
市

民
の
紳
が
高
ま
り
、
力
強
い
発
展
の

ス
タ
ー
ト
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
な
お
、
全
体
事
業
選
択
に
あ
た
っ

て
は
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

3
4
5

件
の
提
案
事
業
の
中
か
ら
、
最
終
的

に
辺
件
に
集
約
し
ま
し
た
。
事
業
名

と
日
程
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。
な

お
、
記
念
式
典
は
日
月

7
日
制
に
、

ま
た
イ
ベ
ン
ト
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
は

4
月
鈎
日
嗣
に
開
催
す

る
予
定
で
す
。

記
念
事
業
の

実
行
委
員
募
集

記
念
事
業
を
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

の
参
加
を
得
て
実
施
す
る
た
め
、
各

事
業
ご
と
に
実
行
委
員
を
募
集
し
ま

す
。
年
齢
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

募
集
期
限
は
、

2
月

1
日
で
す
。
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

』
岡
市
信
-
T
O自
司
字

削
酬
引
持
宮
町
品
目

u'r
，。O
R
H
"
A
Z

2LZ段、Z
E
F
隆

R
n
v
ヨ4
固
軍
レ

Z
V母
会

轟
目
白

!
'
Z昌
司

4
ヨ
G
E且F
E併

1
C
H
V嘱
a
h

-
-
マ
上
田
真
固
ま
つ
り
で
『
姉
妹
都
・

E
市
祭
り
の
共
演
』
(
上
越
市
は
い

'
-
「
…
謙
信
公
祭
り
」
、
出
石
町
は
大
名
・

.
行
列
の
「
槍
振
り
」
、
鎌
倉
市
は
¥
日

.

.
 頼
朝
公
8
0
0
年
祭
で
の
出
し
物
・

・

を

検

討

中

で

す

〉

“

・
マ
上
田
も
の
し
り
博
士
ク
イ
ズ
大
“

事
届
会
(
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
「
ふ
-

E
る
さ
と
上
里
の
歴
史
や
文
化
に
い

.

.
 つ
い
て
の
簡
単
な
ク
イ
ズ
。
優
勝
・

.
者
に
「
上
田
も
の
し
り
博
士
」
の
い

.

.
 称

号

を

贈

り

ま

す

)

・

・
マ
小
宮
山
量
平
氏
の
世
界
展
(
上

υ

.

.
 回
出
身
で
、
児
童
文
学
出
版
の
理
・

.
論
社
を
創
業
し
、
多
く
の
作
家
た
“

.

.
 ち
を
育
て
た
小
宮
山
量
平
さ
ん
。

.
 

.
 
小
説
「
千
曲
川
そ
し
て
、
明
日
の
い

.

.
 海
へ
」
で
路
傍
の
石
文
学
賞
も
受
・

.
賞
さ
れ
ま
し
た
。
著
作
本
の
展
示
日

・
圃
会
や
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
〉

-
マ
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
(
上
固
い

.

.
 の
優
れ
た
景
観
に
つ
い
て
認
識
を
・

圃
広
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
写
真
コ
日

.

.
 ン
テ
ス
卜
と
モ
デ
ル
撮
影
会
を
実
・

.

.
 施
し
ま
す
)

-
マ
花
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り
“

事
届

[
6
月
j
叩
月
]
(
花
と
緑
を
市
-

E
内
全
域
に
号
、
明
る
く
美
し
く
日

.

.
 快
適
な
住
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
〉
・

.

.
 マ
子
ど
も
・
女
性
議
会
(
次
代
を
-

E
担
う
子
ど
も
た
ち
ゃ
女
性
に
¥
市
“

E
・
政
へ
の
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
た
・

.

.
 め
に
開
催
〉

[4J 

唱 唱O月|

11. 1. 1 

公
開
展
示
。
ま
た
¥
上
田
の
文
化

財
展
¥
学
校
の
特
別
資
料
展
等
の

開
催
や
民
放
の
公
開
番
組
の
招
致

を
進
め
ま
す
〉

マ
紬
の
文
化
展
(
上
田
紬
を
中
心

に
地
域
の
伝
統
的
織
物
・
文
化
・

歴
史
を
広
く
と
ら
え
た
展
示
会
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
先
端
繊
維
と

し
て
注
目
さ
れ
幅
広
く
活
用
が
進

ん
で
い
る
新
た
な
視
点
も
加
え
た

国
際
会
議
¥
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

ま
す
〉

マ
真
田
サ
ミ
ッ
ト
(
上
田
市
の
都

市
基
盤
の
基
を
つ
く
っ
た
真
田
昌

幸
。
真
田
一
族
に
関
係
す
る
全
国

ゆ
か
り
の
市
町
村
が
一
同
に
集
い
、

交
流
を
深
め
¥
地
域
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
〉

マ
各
地
区
記
念
イ
ベ
ン
ト
[
叩
・

什
月
]
(
市
内
の

6
公
民
館
地
区

ご
と
に
、
地
域
の
文
化
と
人
び
と

の
交
流
と
紳
を
高
め
る
た
め
、
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
「
自
治

会
対
抗
た
こ
揚
げ
大
会
(
中
央
公

民
館
)
」
「
ひ
び
け
川
西
の
空
に
ふ

る
さ
と
に
思
い
を
託
し
(
川
西
公

民
館
〉
」
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま

す〉マ
地
域
人
物
研
究
事
業
(
小
・
中

学
校
の
児
童
・
生
徒
が
¥
地
域
の

物
ご
と
¥
人
物
等
に
つ
い
て
研
究

し
て
ま
と
め
ま
す
。
研
究
結
果
は
、

「
特
別
展
」
や
記
念
式
典
会
場
等

で
発
表
、
展
示
し
ま
す
)
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マ
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
.

[
8
月
j

m
月
]
(
市
内
在
住
の
日

外
国
人
と
の
交
流
事
業
と
し
て
、
-

お
国
自
慢
、
ふ
る
さ
と
料
理
自
慢
、
“

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
等
を
行
い
・

-

ま

す

〉

・

マ
千
曲
川
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

〈
豊
富
な
水
と
肥
よ
く
な
大
地
を
"

も
た
ら
し
、
情
緒
豊
か
な
文
化
と
・

人
を
育
ん
で
き
た
千
曲
川
。
引
世
“

紀
の
環
境
共
生
の
あ
り
方
に
つ
い
・

て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
〉

υ

マ
ふ
る
さ
と
の
森
体
験
学
習
(
子
・

ど
も
た
ち
を
対
象
に
身
近
な
里
山
日

に
目
を
向
け
、
遊
び
な
ど
を
と
お
・

し
て
森
林
の
果
た
す
役
割
を
学
習

υ

し
¥
記
念
植
樹
を
行
い
ま
す
〉
・

マ
甲
信
越
親
善
野
球
大
会
(
県
営

υ

球
場
の
あ
る
上
田
原
は
、
戦
国
時
・

代
に
武
田
軍
と
村
上
軍
が
刃
を
交
“

え
た
合
戦
場
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
¥
-

山
梨
県
¥
新
潟
県
等
の
関
係
市
町

"

村
に
呼
び
掛
け
て
交
流
の
輪
を
広
・
こ
の
ほ
か
に
、
市
民
の
祭
り
で
あ
る

-

げ
る
野
球
大
会
を
開
催
)
・
上
田
真
固
ま
つ
り
・
上
田
わ
っ
し
ょ
い
・

マ
3
世
代
間
メ
ッ
セ
ー
ジ
(
子
ど
・
上
回
大
花
火
大
会
や
¥
ウ
エ
ダ
ピ
ア
・

• 

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
新
し
い
世
・
経
済
時
局
講
演
会
・

J

A
ま
つ
り
等
商

紀
を
築
い
て
い
く
誓
い
を
メ
ッ
セ
ー
・
工
業
・
農
業
な
ど
の
振
興
¥
加
舎
白
雄

• 

ジ

に

託

し

ま

す

〉

・

俳

句

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

・

第

九

コ

ン

サ

ー

マ
山
極
勝
三
郎
博
士
記
念
フ
ォ
!
日
卜
な
ど
の
文
化
事
業
や
マ
ル
チ
メ
デ
イ

ラ
ム
(
上
田
に
生
ま
れ
¥
世
界
で
・
ァ
を
つ
か
っ
た
地
域
映
像
デ
ジ
タ
ル
ア
|

最
初
に
人
工
が
ん
発
生
に
成
功
し

υ
力
イ
ブ
事
業
・
デ
ジ
タ
ル
ア
|
卜
展
・

た
山
極
勝
三
郎
先
生
。
そ
の
功
績
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
コ
ン

を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
が
ん
予
防
“
テ
ス
ト
等
の
事
業
の
ほ
か
、
関
係
機
関
、

を
推
進
す
る
た
め
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
団
体
の
主
催
に
よ
る
冠
事
業
が
数
多
く

を

行

い

ま

す

)

川

予

定

さ

れ

て

い

ま

す

。

ま

た

、

4
月
か

ー
ら
記
念
ラ
ベ
ル
ビ
ー
ル
の
販
売
や
秋
に

マ
街
じ
ゅ
う
博
覧
会
(
企
業
、
商
.-
N
H
K
の
公
開
テ
レ
ビ
番
組
が
計
画
さ

庖
、
個
人
が
所
有
し
て
い
る
「
お
・-
れ
て
い
ま
す
。

宝
」
を
商
庖
の
ウ
イ
ン
ド
ー
等
に
引

11. 1. 1 

官官月 l 
マ
記
念
式
典
(
第
1
部
は
¥
市
政

功
労
・
功
績
者
表
彰
な
ど
。
第
2

部
は
¥
姉
妹
都
市
の
首
長
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
新

世
紀
へ
の
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
」
等
を

実
施
し
ま
す
)

マ
1
0
0
周
年
に
完
成
す
る
事
業

(
1
0
0
周
年
に
完
成
す
る
事
業

は
、
市
民
公
募
の
な
か
か
ら
選
定

委
員
会
に
お
い
て
決
定
し
¥
記
念

式
典
で
発
表
し
ま
す
〉

マ
上
田
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
制
作

(
誰
で
も
い
つ
で
も
口
ず
さ
む
こ

と
が
で
き
る
¥
上
田
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
内
容
で
制
作
〉

マ
山
本
鼎
記
念
大
賞
版
画
公
募
展

[
什
月
;
吃
月
]
(
「
近
代
版
画
の

父
・
鼎
」
を
全
国
へ
情
報
発
信
す

る
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
実
施
)

• 
[5J 



格調の高い
文教地区の雰囲気がある

明
治
の
こ
ろ
ま
で
は
今
の
材
木
町
の
あ
た
リ

を
鍛
冶
町
裏
ど
呼
ん
で
い
た
よ
う
で
す
が
、
公

会
堂
前
の
道
祖
神
に
は
大
正
什
年
、
材
木
町
区

が
建
立
ど
あ
リ
ま
す
の
で
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
し

だ
い
に
町
並
み
が
と
と
の
っ
て
き
た
と
思
わ
れ

ま
す
。そ
の
こ
ろ
(
大
正
問
年
2
月
)
、
上
田
高
等

女
学
校
(
図
書
館
や
中
央
公
民
館
な
ど
の
あ
る

っ
ち
だ
き
ょ
う
そ
ん

場
所
)
で
土
白
木
ロ
村
の
第
2
回
哲
学
講
習
会
が

ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。
女
学
校
の
ま
わ
リ
は
広
い

田
ん
ぼ
で
町
は
ず
れ
の
よ
う
な
場
所
で
し
た
が
、

ω名
を
こ
え
る
聴
講
者
で
会
場
は
満
席
ど
な
リ

キ
4ml」
れ
~
。

会
期

5
日
間
の
こ
の
哲
学
講
習
会
が
や
が
て

上
田
自
由
大
学
へ
と
発
展
し
た
の
で
し
た
。
上

田
自
由
大
学
は
戦
前
の
わ
が
国
で
最
も
す
ぐ
れ

た
生
涯
学
習
機
関
ど
し
て
有
名
で
す
。

女
学
校
は
戦
後
ま
も
な
く
上
田
染
谷
丘
高
校

ど
校
名
を
変
え
昭
和
叫
年
に
現
在
地
の
西
丘
へ

移
転
し
ま
し
た
が
、
同
窓
会
館
庭
園
地
に
あ
っ

た
桑
の
大
木
は
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
、
市
の
天
然

国
分
産
業
団
地

造
成
事
業
が
完
了

[6J 

※分譲宅地については、信州|うえだ農業協同

組合に分譲し、事務所・多目的ホール・庖舗

等の建設が計画されています。

10.71.1 

平
成

8
年
度
か
ら
上
田
市
大
字
国
分
字
上

沖
(
第
一
中
学
校
移
転
改
築
予
定
地
隣
)
に

施
行
し
て
き
た
、
国
分
産
業
団
地
造
成
事
業

が
、
昨
年
ロ
月
お
日
に
完
了
し
ま
し
た
。

事
業
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

用地買収面積 49.618m' 

造成工事面積 52.151m' 

事業費CH.8"-'H.l0) 29億5000万円

用途 面積

分譲宅地 46.899m' 
土地利用計画

道路・水路 3.040 m' 

公園 2.212m' 



/仇山
y
ん

)

さ

5

滞
日

員
市
I
v
u叩

民
L
ミ
ー
ー
ポ
〉
シ
井
関

む
が
ト
H
〉
小
川
」
桜
暑

中一父

J

設

へ

際
、

臓

移

珂

記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

場
所
は
図
書
館
東
側
の
駐
車
場
の
と
こ
ろ
で
、

高
さ
約
川
メ
ー
ト
ル
・
枝
張
リ
お
よ
そ

7
メ
ー

ト
ル
、
樹
齢
は
刊
年
ほ
ど
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
街
の
中
に
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
桑
の
木
が
あ

る
の
は
珍
し
く
、
養
蚕
・
製
糸
で
栄
え
た
上
田

の
象
徴
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。

こ
の
町
に
は
学
校
、
点
字
図
書
館
、
文
化
セ

ン
タ
ー
、
働
く
婦
人
の
家
な
ど
も
あ
リ
格
、
調
の

高
い
文
教
地
区
の
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
ま
す
が

市
立
図
書
館
を
出
て
少
し
西
方
へ
向
か
い
ま
す

と
、
公
会
堂
の
ど
な
リ
に
川
柳
六
文
銭
上
田
吟

社
と
い
う
門
札
を
掲
げ
た
家
が
あ
リ
ま
す
。

こ
の
結
社
の
創
立
は
昭
和
%
年
で
し
た
。
そ

れ
ま
で
の
各
川
柳
グ
ル
ー
プ
が
統
合
し
て
の
発

足
で
、
そ
れ
以
来
「
川
柳
六
文
銭
」
の
発
行
が

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ひ
る
さ
わ

と
こ
ろ
で
、
蛭
沢
川
は
近
年
み
ご
と
に
改
修

さ
れ
ま
し
た
が
、
材
木
町
も
古
く
か
ら
こ
の
川

の
氾
濫
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
町
で
し
た
。
川
の

ほ
ど
リ
に
は
昭
和
8
年
ど
平
成

q
年
の
「
経
沢

川
改
修
、
記
念
碑
」
が
あ
リ
、
そ
の
そ
ば
に
小
さ

な
常
夜
灯
も
あ
っ
て
材
木
町
の
歴
史
を
静
か
に

物
語
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
平
野
勝
重

新年明けましておめでとうございます。日本ではお正月というこ

とで、寒い冬もこの時期は皆心暖かくなるのではないでしょうか。

世界でもこの時期になると皆穏やかになり、争いごとも忘れて平和

と幸せを願うものです。日本の反対側にあるブラジルでも同じく、

年末年始になると気持ちがうきうきして、どんな問題も小さく見え

てくるものです。ただ、気候は日本の逆であるため、暑い夏の真っ

最中です。日本にいるブラジル人たちがおおぜいこの時期に帰国さ

れるのはやはり心だけでなく、体をも温めに行くのではないでしょ

うか。

日本では年越し、お正月は神社なと、へお参りに行くのが習慣になっ

ていますが、ブラジルでは家族で祝ったり、海に行くことなどが多

いです。特に12月31日の夜には海の女神イエマンジャへお花等を捧
げて新年を祝う習慣があります。これはキリスト教とアフリカ宗教

が交じり合って生まれたウンパンダの信仰でありますが、今は一般

の人びともその習慣に流されて文化的風習にもなってきています。

年越しの服装にもまた特徴があり、白色が目立ちます。これは新年

を迎えるために縁起がいいという事で皆何か一つ新品の白いもの

(下着など)を着て年を越す習慣があります。

さて、新年の活動として平成11年に上田市は、市制80周年を迎え
るということで一年間にたくさんのイベントが企画されています。

国際交流関係ではちょっとしたイベントなどの計画もあり、私も出

番が増えてくるようです。その一環として、昨年12月創刊されたポ
ルトガル語版広報うえだ、 iNoticiasde UedaJが毎月発行されるこ

とになりました。これは上田市在住の1400人余りのブラジル人を対
象に発行されるものですが、内容は日本語版広報からの抜粋が多く、

上田の行政情報、教育、健康関係、あるいはイベントなどの情報を

日本語のできないブラジル人たちにもお知らせすることで上田市で

の生活を満喫し、市民の皆さんとの交流を深めていただければとい

う目的もあります。

国際交流に関して、上田市には現在2700人余りの外国人が在住し
ており、ブラジル人対象のニュースレター以外にも今後多くの政策

が必要になってくると思います。その一環として、行政側と民間側

の間で上田市の国際交流活動を支援する機関として仮称「上回国際

交流協会」が検討されています。上田市の国際化、異文化理解、外

国人支援等の活動を活性化するためにもぜひ実現してもらいたい話

です。

平
成
叩
年
度

「
い
の
ち
・
愛
・
人
権
」

上
回
展
開
催

マ
と
き

1
月
お
日
出
・
同
但
日
目
午
前

叩
時

i
午
後

4
時

マ

と

こ

ろ

中

央

公

民

館

1
階
展
示
室
マ
入
場
料
無
料

-
パ
ネ
ル
等
の
展
示

マ
身
近
な
差
別
と
人
権
に
つ
い
て
考
え
よ
う

(
家
庭
で
の
人
権
は
守
ら
れ
て
い
る
か
、

身
近
に
あ
る
い
ろ
い
ろ
な
差
別
、
上
田
市

の
同
和
対
策
と
教
育
の
歩
み
、
「
上
田
市

差
別
撤
廃
と
人
権
擁
護
に
関
す
る
条
例
」
)

・
記
念
講
演
「
人
の
痛
み
を
私
の
痛
み
に
」

マ
と
き

1
月
幻
自
由
午
後
1
時
加
分
i

マ
と
こ
ろ

き
中
決
松
民
福
3
階
大
会
議
室

マ
講
師
木
曽
秀
豊
さ
ん
(
長
野
市
若
穂

綿
内
・
真
宗
大
谷
派
称
名
寺
住
職
。
現

在
、
県
部
落
解
放
審
議
会
委
員
、
県
人

権
擁
護
委
員
会
同
和
対
策
委
員
長
)

人権同和対策課(固⑧5398)圃問い合わせ
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-・・・・・・

z 
四時

。

• .セミナ一日程表

講座名 臼 時 料金 対象 定員(先溜骨

だれでも簡単/1月16日出 1500 
初級者 16名

インターネット入門 午後 1 時30分~3 時30分 円

今日から始める/1月17日(日) 4000 初級者 16名
ホームページ作成セミナー 午前10時~午後4時 円 (ワープ口簡緒)

初めてのパソコン 1月22日(金) 1500 
初級者 16名

日本語入力入門講座 午後 1 時30分~3 時30分 円

一歩進んだ 1月23日(土)、30日(土)2回コース H円械セミナ→
16名

ホームページ作成 午前10時~午後4時 12000円 HP作成経験者

E
E

・s
-
E
d
F
F
u
 

=
J『
t
A

P
司
盟

国
町
川
町
宮

叫

aFE白
邑

刃
の

セミナーヘ.ノ 室

)> 

→ 

。
2 

4‘ 
c 

※申し込み・問い合わせ メディアランドUEDA(固@1000・困@1010・
U R L http://www.umic.ueda.nagano.jp)へ直接電話でどうぞ。

催し子
育
て
支
援
セ
ン
タ

i
主
催

開
放
保
育
『
コ
ン
サ
ー
ト
』

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

(
南
部
保
育
園
内
・
固
⑧
3
0
9
6
)

ピ
ア
ノ
・
フ
ル
ー
ト

・
歌
に
よ
る

楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

マ
と
き

1
月
お
日
閃
午
前
日
時

i
(受
け
付
け
は

9
時
叩
分
(
)
)

マ
と
こ
ろ
南
部
保
育
園
ホ
l
ル

マ
対
象
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

マ
定
昌
一
切
組
マ
料
金
無
料

マ
申
し
込
み
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
へ

お
年
寄
り
の
「
ぼ
け
」

に
つ
い
て
の
相
談
会

中
央
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

(
困
⑫
4
1
2
6
)

ご
家
庭
で
痴
ほ
う
老
人
の
お
世
話

に
困
っ
て
い
る
か
た
、
ど
う
ぞ
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

1
月
初
日
出
午
後

1
時 市役所代表電話

回22-4100
困25-4100

問

。
》

mω
分
1
4時
叩
分
マ
人
数

3
名

ま
で
マ
相
談
担
当
国
立
小
諸
療

養
所
副
婦
長
・
堀
内
静
子
さ
ん
マ

テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
う
え
だ
関
連
情
報

岡
②
8
8
8
8
コ
!
ド
ぬ
4
1
3
・

4
4
1
4
 

心
を
病
む
人
を
支
え
る

家
族
の
皆
一
さ
ん
へ

上
小
地
域
精
神
家
族
会
事
務
局

(
固
⑧
9
0
5
6
)

健
康
推
進
課
(
圃
⑫
8
2
4
4
)

上
小
地
域
精
神
家
族
会
で
は
、
毎

月
第
1
水
曜
日
午
後

1
時
別
分
1
4

時
に
福
祉
会
館
に
お
い
て
例
会
を
開

い
て
い
ま
す
。

同
じ
病
を
抱
え
る
家
族
ど
う
し
の

交
流
と
学
習
を
通
し
て
、
心
の
病
を

持
つ
人
を
支
援
し
、
回
復
や
社
会
参

加
を
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

ふハ
N

「
上
田
市
介
護
保
倹
セ
ミ
ナ
ー
」

開
催
し
ま
す

健
康
推
進
課
(
固
⑧
5
1
3
1
)

平
成
ロ
年

4
.月
か
ら
始
ま
る
介
護

保
険
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

制
度
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

講
師
に
は
新
聞
で
「
介
護
保
険
ガ

イ
ド
」
(
印
回
)
を
連
載
さ
れ
て
い

た
上
智
大
学
助
教
授
の
栃
本
一

三
郎

さ
ん
を
お
迎
え
し
、
『
介
護
保
険
の

上
手
な
つ
か
い
か
た
』
に
つ
い
て
お

話
を
い
た
だ
き
ま
す
。

老
後
を
支
え
る
介
護
保
険
に
つ
い

て
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

マ
と
き

1
月
但
日
目
午
後

2
時

1
4時
マ
と
こ
ろ
上
田
市
文
化

会
館
大
ホ
l
ル

マ

入

場

無

料

マ
駐
車
場
文
化
会
館
総
合
駐
車
場
・

上
田
合
同
庁
舎
駐
車
場

女
性
問
題
交
流
構
慶

一
男
性
女
性
イ
コ
ー
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム

企
画
課
女
性
政
策
担
当
(
固
⑫

5
1
1
2
)

マ
と
き

1
月
お
日
出
午
前
日
時

判
分
i
午
後

3
時

マ

と

こ

ろ

長

野
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
(
岡
谷
市
)

マ
内
容
①
講
演
『
男
女
共
同
参

画
社
会
は
新
時
代
j
社
会
を
変
え
る

女
達
j
』
(
講
師
・
:
早
稲
田
大
学
教

授
・
岡
津
憲
芙
さ
ん
)
②
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
『
政
治
を
考
え

る
i
女
性
議
員
と
政
策
課
題
』
(
現

職
市
町
村
女
性
議
員
ほ
か
)
マ
主

催
長
野
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

マ
申
し
込
み

1
月
比
日
術
ま
で
に

企
画
課
女
性
政
策
担
当
へ
。
当
日
市

か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
出
ま
す
(
申

し
込
み
必
要
。
先
着
幻
名
)
。
セ
ン

タ
ー
で
の
託
児
の
希
望
者
は
い
っ
し
ょ

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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新成人のみなさん(昭和53年 4月2日から昭和54年 4月 1固までに生まれたかた)各ホール イベン卜案内 I 

式へどうぞ
(主催者の都合により変更する場合があります)

1月15日峰，)[成人の日]
開場:午後1時から
マ会場今回から5会場になりますので、ご注意ください。
12月16日号の広報で確認のうえ、お越しください。

マ問い合わせ 生涯学習課(固⑫51 03) 

上田市民会館

上田市文化会館

募集入
札
(
見
積
)
参
加
申
婿

n
-刊凶
年
度
一分
の
受
付

(
固
⑧
5
1
1
4

管
財
課

平
成
日
年
度
・
ロ
年
度
に
市
が
購

入
す
る
物
品
と
、
市
が
発
注
す
る
建

設
工
事
お
よ
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
の
入
札
(
見
積
)
に
参
加
を

希
望
さ
れ
る
か
た
は

「入
札
(
見
積
)

参
加
願
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

今
回
申
請
さ
れ
ま
す
と
、
平
成
日

年
4
月
1
日
か
ら
同
日
年
3
月
白
日

ま
で
、

2
年
間
有
効
と
な
り
ま
す
。

マ
受
付
期
間
①
物
品
:
・

2
月
1

回⑫0760

1/9 新春寄席 18 : ~O j z日000般問 文よ化田会市館
住)

1/17 熟年のど自糧大会 開 30 無料側ル上ピlジ-ーョブdJ 
但) 決勝大会 低 価2:-;~~) !I

: スタジオ
1/31 スタジオJOY 1800 有料 JOy 
(日) ダンシングコンサート (翻27-5628)
l' _1，牛 」中

.材木町1-2-3

固③1111.上田原1640上田創造館
…コ
1ノ
レ
れ
ブ
上
部
一

ン
(
の
一

サ
信
校
一
徒

ン
東
学
一
生
展

ア
ト
中
一
童
一
め

県
ス

…
児
初

野
田
ア
会
一
小
き

長
ン
大
…
上
書

2
~
叩

V
樹
お

日
側
j
同
部
日
働
②
建
設
工
事
・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・

:
3月
1
日

叩
i
同
出
日
制
マ
そ
の
他
「
物

品
」
は
申
請
書
類
(
市
の
指
定
用
紙
)

を
、
「
建
設
工
事
・
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
」
は
募
集
要
項
を
、
希
望
者

に
1
月
4
日
側
か
ら
管
財
課
(
南
庁

舎

3
階
)
で
配
布
し
ま
す
。

「
子
育
て
体
験
談
」

お
寄
せ
叩く
だ
さ
い(
固
⑫
8
2
4
4
)

健
康
推
進
課

子
育
て
に
は
心
配
や
悩
み
が
尽
き

ま
せ
ん
。
「
イ
ラ
イ
ラ
子
育
て
脱
出

法
」
「
我
が
家
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
」
「
私
の
子
育
て
失
敗
談
」

な
ど
、
子
育
て
の
中
で
の
う
れ
し
い

体
験
、
悩
ん
だ
こ
と
、
解
決
策
な
ど
、

先
輩
マ
マ
の
子
育
て
体
験
談
を
募
集

信州国際音楽村

サンテラスホール
圃C@3700東部町文化会館

し
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
原
稿
は
、

「子
育
て
新
聞
」
(
仮
称
)
に
掲
載
し

(
た
だ
し
、
応
募
数
に
よ
り
紹
介
で

き
な
い
場
合
あ
り
)
、
乳
幼
児
健
診

等
で
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

マ
テ

l
マ
子
育
て
に
関
す
る
こ

と
な
ら
な
ん
で
も
(
例
:
・
夜
泣
き
、

離
乳
食
、
断
乳
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、
歯
み
が
き
な
ど
)
マ
応

募

4
0
0字
詰
め
原
稿
用
紙
2
枚

以
内
(
用
紙
、
様
式
は
不
問
。
原
稿

は
返
却
し
ま
せ
ん
)
、
テ
!
マ
、
住

所
、
氏
名
(
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
者
は

ペ
ン
ネ
ー
ム
も
)
、
電
話
番
号
、
お

子
さ
ん
の
年
齢
を
添
え
、

1
月
白
日

ま
で
に
封
書
で
健
康
推
進
課
「
子
育

て
体
験
談
」
係
(
干

3
8
6
1
8
6

0
1上
田
市
大
手
1

1

日
)
へ
。

上岡市工コストア
(環境に優しいお庖)

認定屈を紹介します

時j い 3と望者時間語のて懇談 人
あ

マ o4懇談 る参考 い ・市 な
正と 3 はは日 たしグで た
午き 5の、 30Ibにだ、ルは おの

容内をあ以分内 をすく市政 l 、 聞ーの

マこと 月21 7 
へら行るとプ
お か いたとへ)市民

せ見

知せださらく ⑫書(固秘課 訪持め問問じ 希す懇談で。懇談すのまo市長『めと、 市政運営にも 心深の関をめ 直接市長がと 皆( 個のんさ

ろ日 くを

市長室 O前午9 N 

だ
さ
い

以下の5事業所が、上田市エコストアとして新
たに認定されました。各事業所の庖頭には、上田

市エコストア認定庄のステッカーが貼ってあり、

取り組み内容が明示されていますので、市民の皆

さんの利用を推奨するとともに、ご協力をお願い

します。

なお、エコストアの募集を随時受け付けていま

すので、お問い合わせくださ liO

マ問い合わせ 環境業務課(固⑫0666)
・上田市工コストア認定庖

庖名 所在地 取り組み自容

側瀬川圏 中央3-2-18 簡易包装の推進

(有)ミトベ綿庖 常田2-16-11 簡易包装の推進

新屋食糧販売庖 緑が丘小23-4簡易包装の推進

械西友工秋ス・エス・ブイ 上塩尻161 ~ 1 再包装生材品のの簡販素売化、
和庖

上中部田電電力力(樹セン
大屋206-1 努点び、力んオ・缶フ空ィきス容廃器棄物の回の収削拠減

ター

11. 1. 1 [9J 



1
月
日
日
よ
り

塩
田
で
「
い
ち
ご
狩
り
」
が
楽
し
め
ま
す

い
ち
ご
は
食
べ
放
題
。
入
園
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

マ
期
間

1
月
日
日

1
6月
末

マ

入
園
時
間
午
前
印

時
j
午
後
4
時
マ
と
こ
ろ
東
山
観
光
農
園
マ
問
い
合

わ
せ

1
月
比
日
ま
で
・
:
J
A
(
圃
⑧
3
1
0
0
)
、

1
月

日
日
以
降
:
・
東
山
観
光
農
園
(
固
⑨
0
2
1
0
)

台風被害りんごへの協力
ありがとうございました
昨年の台風7号と10号により、市内でもりんご‘を中心に

約 1億8000万円の農作物被害を受けました。市では、被災

農家支援対策として、東京上田会、姉妹都市、災害協定を

締結した埼玉県上尾市、静岡県沼津市等のたいへんなご協

力をいただき、規格外りんご(ラッキーりんご)の販売協

力をしてきました。

また、市民の皆さんの多大なご協力もあり、被害りんご

の消費拡大ができました。心から感謝申し上げます。

上田市

信州うえだ農業協同組合

お知らせ
-入園料金

期 間
1/15 2/1 4/13 5/21 
~1 /31 ~4/12 ~5/20 ~6/30 

小学生以上 1 500円 1 200円 1 000円 500円

小学生未満 1 000円 1 000円 800円 500円

3歳未満 盤 料

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

産
学
共
同
研
究
促
進
税
制

信
越
電
気
通
信
監
理
局

電
気
通
信
部
電
気
通
信
事
業
課

(固
0
2
6
l
2
3
4
1
9
9
7
2
)

本
年
度
か
ら
、
一
定
の
条
件
を
満

た
す
大
学
等
と
の
共
同
研
究
に
つ
い

て
は
、
試
験
研
究
費
の

6
%を
税
額

控
除
す
る
税
制
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
信
越
電
気
通
信
監
理
局
電

気
通
信
部
電
気
通
信
事
業
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
不
況
対
策
特
別
相
談
日
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

商
工
課
(
固
⑫
5
3
9
5
)

上
田
商
工
会
議
所
指
導
課

(
岡
②
4
5
0
0
)

市
と
上
田
商
工
会
議
所
で
は
、
中

小
企
業
者
を
対
象
に
「
不
況
対
策
特

別
相
談
日
」
を
開
設
。
金
融
や
経
営

改
善
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
、
専
門

家
が
相
談
に
当
た
り
ま
す
。
相
談
は

無
料
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

な
お
、
当
日
は
決
算
書

2
年
分
な

ど
関
係
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

1
月
辺
日
働
・

2
月
幻

日
側
・

3
月
お
日
関
午
前

9
時
(
)
午

後

8
時

マ

と

こ

ろ

上

田

商

工

会

議
所

4
階
第

1
・
第

2
会
議
室

犬
の
し
つ
け
方
教
室
開
催

お
お
ぜ
い
の
参
加
を

生
活
環
境
課
(
岡
③
5
1
2
0
)

マ

と

き

第

3
土
曜
日
午
後

1
時

叩
分

i
3時
加
分
[
学
科
講
習
:
・

1

月
と

7
月
、
実
技
講
習
・

:
2月
1
6

月
・

8
月
(
)
ロ
月
]
マ
と
こ
ろ

学
科
講
習
:
・
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

2
階
会
議
室
、
実
技
講
習
:
・
上
回
合

同
庁
舎
駐
車
場
マ
参
加
費

4
0

0
0円
(
動
物
愛
護
会
入
会
金
含
む
)

マ
申
し
込
み
事
前
に
電
話
を
し

て
か
ら
参
加
費
持
参
の
う
え
、
上
田

保
健
所
内
動
物
愛
護
会
上
小
支
部
事

務
局
(
固
⑫

7
1
5
3
)
ま
で
。

-
犬
・
猫
を
飼
う
と
き
の
注
意
事
項

①
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

②
フ
ン
の
後
始
末
を
忘
れ
ず
に
。

③
近
所
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
責

任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

1
月
刊
山
田
は

「

1
1
0
番
の
霞
」

上
田
警
察
署
(
岡
②
0
1
1
0
)

警
察
で
は
、

1
1
0番
通
報
制
度

を
広
く
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
こ
の
日
に
合
わ
せ
「

1
1
0番

の
日
」
を
設
け
ま
す
。

マ
1
1
0
番
は
ど
こ
に
つ
な
が
る

の
か

7
1
1
0番
通
報
は
、
県
庁

内
の
警
察
本
部
通
信
司
令
室
に
つ
な

が
り
ま
す
。
通
信
司
令
室
で
は
、
無

線
や
電
話
で
近
く
の
警
察
や
パ
ト
カ
ー

に
連
絡
し
ま
す
。
連
絡
を
受
け
た
警

察
官
が
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
活
動
に
あ

た
り
ま
す
。
マ
携
帯
電
話
か
ら
の

1
1
0
番
車
を
運
転
し
な
が
ら
の

通
報
は
危
険
な
う
え
、
聞
き
取
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
車
を
止
め
て

1
1
0番
す
る
か
、
最
寄
り
の
公
衆

電
話
等
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
や
泥
棒
な
ど
に
遭
っ
た

ら
、
た
め
ら
わ
ず
、
慌
て
ず
、
落
ち

着
い
て
「

1
1
0番
」
を
。
急
ぎ
で
な

い
場
合
や
困
っ
た
こ
と
、
相
談
な
ど

は
、
上
田
警
察
署
へ
直
接
ど
う
ぞ
。

で
す

田

園

一

不

用

口聞に
な
っ
た
も
の
、
ぼ
一

司
副
司
M
-

し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
一

R
U
R魁
一
生
活
環
境
課
(
内
線
1
3
9
一

因
圏
一
辺
13E2111L

不
用
品
の
登
録
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
無
料
の
も
の
の
み
で
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い

。
登
録
期
間
は

6

か
月
で
す
。

マ
学
習
机
マ
ガ
ス
コ
ン
ロ
用
天

火
(
却
価
角
)

マ
プ
ロ
パ
ン
用
ガ

ス
レ
ン
ジ
マ
赤
外
線
電
気
ス
ト
ー

ブ
マ
給
水
ポ
ン
プ
(
ふ
ろ

i
洗
濯

機
)

マ
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
靴

(
M
側

)

マ

老

人

車

マ

ポ
ー
タ

ブ
ル
ト
イ
レ
(
新
品
)

マ
流
し
下

収
納
用
ス
ト
ッ
カ
l

マ
郷
土
が
ん

具

マ
オ
ル
ガ
ン
マ
火
鉢
(
傷
有

り
)

マ
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド
マ
ベ

ビ
l
ベ
ッ
ド

マ
ベ
ヒ

l
パ
ス

聞
幽
副
闘
闘
闘
闘
闘
幽
・
・
・
・
・
・

マ
介
護
用
ベ
ッ
ド
マ
二
段
ベ
ッ

ド
マ
双
子
用
ベ
ビ
ー
カ
ー
マ
ベ

ヒ
l
ダ
ン
ス

マ
子
ど
も
服
(
男
・

女。

1
o
o
-
-
4
0
9

マ
毛

糸

マ

毛

布

マ
七
五
三
着
物
(
羽

織
・
は
か
ま
一
式
)

マ
金
庫
(
据

え
置
型
)
マ
美
術
の
本
(
水
彩
画
、

風
景
、
人
物
。
カ
ラ
l
版
)

マ
編

み
機
マ
老
人
用
三
輪
車
マ
婦
人

用
自
転
車

マ
加
湿
器
マ
除
湿
機

マ
電
気
こ
た
つ
マ
高
校
女
子
制

服
マ
掃
除
機

マ
冷
蔵
庫
マ
全

自
動
洗
濯
機
マ
整
理
棚
マ
本
棚

マ
地
球
儀
マ
傘
立
て
用
水
が
め

マ
風
炉
先
扉
風
マ
ワ
ー
プ
ロ

[10J 11. 1. 1. 



• 
木版画年賀状の
展覧会を開催
木版画年賀状の講習会に参加し

た皆さんの作品などを集めた展覧

会を開催します。

bとき 1 月 1 0 日(日)~同 17 日(日)

bところ 山本鼎記念館(固⑫

2693) じ>入場料無料

市
制
度
資
金

金
利
引
き
下
げ
ま
し
た

商
工
課
(
固
⑫
5
3
9
5
)

上
田
商
工
会
議
所
(
岡
②
4
5
0
0
)

上
田
市
塩
田
商
工
会
(
岡
⑧
3
6
1
0
)

川
西
商
工
会
(
岡
⑤
2
0
3
3
)

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
商
工
課
で
は
貸
し
渋
り
対

策
と
し
て

「
中
小
企
業
金
融
安
定
化

特
別
保
証
制
度
」
の
認
定
も
行
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

昨
年
ロ
月
7
日
か
ら
、
中
小
企
業

者
向
け
制
度
融
資
の
金
利
を
引
き
下

げ
て
運
用
し
て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
不
況
対
策
資
金
の
借
入

条
件
も
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
各
資
金

の
詳
し
い
条
件
・
内
容
に
つ
い
て
は

金資不況対策 資企企業中 主資金名な

金模

2 2 2 
利率年利。 3 5 

% % % 

運転2 運転
運転2設備3 

付度額貸限
O O O 備設
。。

O o 0 
O 。 o 0 
万 万 万万
円 円 円円

一

細

田

ヒ

テ

山

口

計

一

保

屋

野

隼

人

保

野

似

一

内

田

か

く

一

小

林

な

み

子

分

去

幼

一

井

津

皐

越

戸

肝

一

小

林

近

蔵

…

西

津

清

久

保

林

側

一

倉

津

孝

平

築

地

∞

∞

…

大

久

保

幸

子

一

鈴

木

愛

大

日

木

均

一

岩

谷

斌

金

井

筋

一

潮

鶴

子

一

林

勝

江

中

野

何

一

宮

崎

や

す

秋

和

総

一

小

林

ケ

ン

…

南

波

信

子

下

之

郷

ω
…

池

田

方

正

築

地

位

…

石

井

文

雄

若

月

も

と

子

中

常

田

刊

一

坂

田

ヨ

ウ

柳

沢

打

…

山

遺

豊

助

踏

入

側

一

宮

川

一

夫

松

尾

純

奈

下

之

条

5
一

堀

美

子

国

分

筋

一

岡

川

う
め
下
紺
屋
町
回
一
大
津
は
つ
よ

太

田

兼

市

染

屋

ω
…

北

原

一

男

石

神

必

一

豊

島

友

吉

秋

和

郎

…

大

塚

健

司

細

谷

た

き

子

北

常

国

内

一

柄

津

袈

裟

春

大

日

木

均

一

宮

津

乙

治

郎

緑

が

丘

北

肝

一

田

中

信

雄

塚

田

武

一

染

屋

お

…

窪

田

康

吉

鷹

匠

町

η
…

中

村

芳

三

諏

訪

形

肝

…

内

藤

紅

晴

上

原

健

料

木

町

山

口

竹

下

五

郎

山

田

町

内

一

石

川
袈

裟

信

秋

和

刊

一

高

橋

み

す

い

増

田

文

子

材

木

町

位

一

関

浪

枝

千

曲

町

口

一

閏

間

昭

子

上

紺

屋

町

刊

一

谷

本

玉

子

関

辰

与

石

神

位

…

山

本

房

代

材

木

町

ω
…

宮

崎

た

つ

み

秋

和

泊

…

宮

津

か

ね

を

若

林

洋

司

平

井

寺

均

一

岡

村

く

に

北

大

手

仰

い

川

上

邦

夫

材

木

町

口

一

窪

田

早

苗

田

中

富

美

子

朝

日

ケ

丘

紛

一

嶋

田

好

春

保

野

純

一

皆

瀬

茂

石

神

純

一

中

村

牧

一

吉
村
亀
一
郎
み
す
ず
台
南
川
町
一
箕
輪
静
江
緑
が
丘
西

ω
一
市
川

清

御

所

副

一

清

水

富

衛

園

田

久

雄

御

所

河

一

山

木

眼

市

小

牧

刊

一

滝

津

と

よ

子

金

井

同

一

志

摩

久

二

笹

津

秋

恵

丸

堀

町

計

一

滝

津

か

を

る

上

紺

屋

町

ω
…
今
井
と
し
緑
が
丘
北
∞
∞
…
柴
田
八
千
代

中

村

こ

う

中

之

条

回

一

村

田

満

子

中

常

国

内

一

金

井

文

江

大

久

保

問

一

若

林

み

つ

じ

山

崎

き

の

い

院

内

側

一

小

松

か

よ

子

下

川

原

柳

町

計

一

花

岡

春

子

中

組

筋

一

石

井

秀

堀

内

幸

太

郎

西

野

竹

刊

…

小

出

祐

治

院

内

船

一

松

井

二
ニ

新

町

日

…

大

内

操

渡

遅

茂

雄

大

屋

幼

一

武

捨

達

雄

神

科

新

屋

ω
一
村
上
美
和
子
み
す
ず
台
南
侃
一
長
岡
賓

岡

村

み

つ

鷹

匠

町

何

一

小

池

武

雄

大

屋

.
剖

一

村

居

育

子

海

野

町

回

一

堀

内

つ

る

江

勝

見

昭

人

下

之

郷

mm
一

花

岡

好

江

材

木

町

路

一

坂

田

治

代

中

常

田

M
一

橋

詰

博

治

ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

(
け
月
届
け
出
分
・
敬
称
略
)

生
塚
下
本
郷

大
屋
東
五
加

福
田
半
過
染
屋
生
塚
御
所
新
田
国
分
踏
入
み
す
ず
台
北

西
前
山

平
井
寺

鎌
原
小
泉
小
泉
三
好
町

福
田
半
過
川
辺
町

川
原
川
辺
町

諏
訪
部

生
活
資
金
を

お
貸
し
し
家
す

63 82 66 72 79 81 70 71 84 87 81 96 42 92 0 87 64 96 65 86 87 83 96 78 96 

生
活
環
境
課
(
岡
⑧

5
1
2
0
)

市
で
は
、
純
粋
な
日
常
生
活
に
必

要
な
資
金
を
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

圃
貸
し
付
け
の
内
容

マ
お
貸
し
で
き
な
い
使
途
事
業

資
金
、
旅
行
噌
遊
興
費
、
投
資
・
投

機
的
資
金
、
転
貸
資
金
等
マ
金
額

初
万
円
以
内
マ
利
率

4
・
7

%

マ

返

済

6
か
月

1
3年
以
内

マ
貸
し
付
け
の
条
件
等
生
活
環

境
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

若
者
が
ね
ら
わ
れ
て
い
ま
す

「
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
商
法
」

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
(
岡
⑧

0
9
8
8
)

生
活
環
境
課
(
岡
⑧
5
1
2
0
)

「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
あ

な
た
は
幸
運
な
人
で
す
ね
。
何
万
人

に

一
人
選
ば
れ
ま
し
た
。
」
と
電
話

が
き
て
、
説
明
の
た
め
と
呼
び
出
さ

れ
ま
す
。

-
事
例
呼
び
出
さ
れ
た
場
所
(
喫
茶
庖
等
)

へ
行
く
と
、
会
員
に
な
る
と
旅
行
に

も
安
く
行
け
る
し
電
気
製
品
な
ど
も

安
く
買
え
る
な
ど
、
興
味
を
引
く
よ

う
な
話
を
長
時
間
勧
め
ら
れ
、
買
う

つ
も
り
の
な
い
ビ
デ
オ
教
材
を

1
0

0
万
円
で
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。

-
商
法
の
特
徴

初
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
若
者
、

社
会
人
に
な
っ
た
ば
か
り
の
人
が
ね

ら
わ
れ
ま
す
。
成
人
に
な
る
と
自
分

ひ
と
り
で
契
約
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
だ
社
会
慣
れ
し
な
い
若
者

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
ま
す
。

-
勧
誘
さ
れ
た
と
き
の
注
意
点

①
知
ら
な
い
人
か
ら
の
誘
い
に
は

応
じ
な
い
。
②
目
的
の
は
っ
き
り

し
な
い
誘
い
に
も
応
じ
な
い
。
③

販
売
員
は
勧
誘
の
プ
ロ
。
会
話
も
楽

し
く
笑
顔
で
語
り
か
け
て
き
ま
す
が
、

そ
の
裏
側
に
あ
る
落
と
し
穴
に
注
意
。

ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
場
合
、
早
め

に
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
生
活

環
境
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

教
育
訓
練
給
付
制
度

ス
タ

lsh--

ハロ
l
ワ
l
ク
上
回
(
岡
⑧
8
6
0
9
)

教
育
訓
練
給
付
制
度
は
、
働
く
人

の
主
体
的
な
能
力
開
発
の
取
り
組
み

を
支
援
し
、
雇
用
の
安
定
と
再
就
職

の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

雇
用
保
険
の
新
し
い
給
付
制
度
で
す
。

一
定
の
条
件
を
満
た
す
一
雇
用
保
険

の
一
般
被
保
険
者
(
在
職
者
)
か
一

般
被
保
険
者
で
あ
っ
た
か
た
(
離
職

者
)
が
、
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
教

育
訓
練
を
受
講
し
修
了
し
た
場
合
、

教
育
訓
練
施
設
に
支
払
っ
た
教
育
訓

練
経
費
の
別
%
に
相
当
す
る
額
(
上

限
別
万
円
)
を
ハ
ロ

l
ワ
!
ク
(
公
共

職
業
安
定
所
)
か
ら
支
給
し
ま
す
。
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1月15日---21日は

「防災と

ボランティア週間」
平成7年1月17日に発生した阪神・淡路大震災

においてボランティアが活躍し、その重要性が広

く認識されたことから、震災前後の1月15日から

21日までが「防災とボランティア週間」となりま

しfこO

大震災以降においても、平成9年のナホトカ号

重油流出事故や昨年の集中豪雨災害による被災地

等においてボランティア活動が行われ、いまや防

災を語る上でボランティアは欠かすことのできな

い存在になっています。

上田市では、一年を通じ「災害ボランティア」

と「上田市アマチュア無線非常通信協力会会員」

の募集を下記のとおり行っていますので、おおぜ

いの皆さんのご参加・ご協力をお願いいたしますO

.災害ボランティア

じ>対象者 災害時に救援活動に携わることが

できる個人(高校生以上)または団体

じ>連絡先福祉課(圃⑫5130入社会福

祉協議会(固@202 5) 

量上田市アマチュア無線非常通信協力会会員

じ>会の目的 ボランティア精神に基づき、災

害時に市に協力し情報収集・伝達を

行うこと

じ>対象者 上田市内に在住または勤務するア

マチュア無線免許保有者で、会の目

的に賛同いただけるかた

じ>連絡先総務課(固⑫5332)

上田市は、千曲の清流と、上回城に象徴される

自然と人とが調和した、住みよいまちです。

わたくしたち市民は、自らの英知と努力により、

さらにすばらしいまちにする願いをこめて、ここ

に市民憲章を定めます。

自然に感謝し、きれいな水と空気を守り、

緑のあふれるまちにします。

からだをきたえ、教養を高め、

豊かな文化を育てるまちにしますO

人々の善意をとうとび、

あたたかt)'L、がふれあうまちにします。

産業を伸ばし、働くよろこびを大切にして、

活気にみちたまちにします。

平和と自由を求め、広く世界に目を向けた

明るいまちにしますO

巾誌

(昭和54年8月1日制定)

『上

また、阪神・淡路大震災から4年が経過しよう

としており、震災に対する記憶の風化が言われて

います。それとともに防災に対する関心は薄れが

ちになりますが、昨年を振り返ってみれば、大震

災のようなことこそなかったものの、台風や集中

豪雨により大規模な風水害や土砂災害が全国各地

で多数発生し、痛ましい死者も出ていますO

上田市においても、台風等により、りんごの落

下や土砂崩落等により大きな被害が発生しました。

災害は、いつ襲ってくるかわかりませんO いつ

災害にあったとしても被害を最小限のものにする

ために、この週間中に各家庭において、いま一度

身の回りの安全点検や避難場所の確認等、できる

ことから取り組みをお願し 1しますO

「自分の命は自分で‘守る」ために/

予約申し込み受け付け申
止田市の20世紀末までの歴史、文化、自然など

の姿をト議みやく、わかりやすい内容で記述し

た「上岡市誌Jの予約申し込みを受け付けていま
す。市制施行80周年の記念として1組おそろえく

ださL、。

予約募集パンフレットで、 1月20日までに申し

込みをお願いします。
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総務課(固⑫5332) 

11. 1 . 1 

.問い合わせ
市誌編さん室(国③9741)

〈再生紙を使用しています〉

聞問い合わせ


